
 

 

 

 

 

 

 

 

第６回ざくろの会 ～小学校部活動の在り方を考える Part4～ 

第６回ざくろの会を令和 6年 11 月 7 日（木）に開催しました。今回

のテーマも部活動。18:00 から図書室で行いました。参加者は保護者３

名、総代会など地域の方 3 名、学校運営協議会委員

６名でした。ありがとうございました。 

今回のざくろの会では、前回までに出た意見を踏

まえて作成したロードマップ（段階的地域移行案）を

たたき台に、議論を進めました。ロードマップが示さ

れたことにより論点が整理され、実現の可能性を見

据えたより具体的な議論になりました。 

子どもの健やかな成長のために大切なことは何か

という視点をもって、建設的な意見が出る中で、まず

は、部活動をサポートして

くれる人を集めることから

始めよう！ということにな

りました。今後、回覧板や

学校だより等で広く募って

いくことになります。 
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第６回ざくろの会 
～部活動に代わる仕組みづくり～ 

＜議論の前提＞ 

◆ 令和8年度までのことと、令和9年度からのことは分

けて考える。 

＜ロードマップで令和8年度までのことを中心に議論＞ 

○ 大会があることが確実な令和 8年度までは、学校の部

活動として活動する。 

○ まずは動き出してみることが大切だろう。動きなが

ら、議論しながら、柔軟に対応していこう。 

○ 地域の人材集めは令和6年度だけで完了するものでは

ない。継続的に実施する必要があるだろう。 

○ 組織づくりは急がなくてよい。人材が集まったら検討

を始めるくらいでよい。ビジョンの共有は必要だ。 

○ ボランティアとして部活動に関わるので、ゆるやかな

組織（つながり）がよいだろう。 

○ ボランティアなので「地域指導者」という言葉はそぐ

わない。「部活サポーター」としてはどうか。 

○ ボランティアとして関わる際の保険が必要だろう。 

部活サポーター 

継続的に 

急がない 

できる部活動から 

保険の検討 

このロードマップをもとに議論 

同じ方向を向いて議論する 


